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区役所(千住本庁舎)が移転します

新庁舎は5 月7 日オープン
中央本町一丁目( 現在の中央本町庁會の膺)に建
設を進めて13た新庁會は、平成4 年7 月の着工以
来、3 年9 ヵ月をかけ、このほど完成。13よりよ5
月7 日(火) から業務を飃始します。

手前部分か車寄せ。左から
北館・・中央館・南館
( 国道4 号線上歩道橋より撮影)

千
住
本
庁
舎
が

移
転
し
ま
す

新
庁
舎
閧
庁
に
伴
い
、
千
住
本
庁
舎

で
の
業
務
は
、
5
月
2
日
禾
)
を
も
っ

て
終
了
と
な
2

ヂ
。
た
だ
し
、
戸
籍

事
務
は
5
月
6
日
ま
で
受
け
付
け
し
ま

す
。
な
お
、
千
住
区
民
事
務
所
は
、
そ

の
後
も
千
住
本
庁
舎
向
か
い
の
仲
町
が

室
で
業
務
を
続
け
李
歹
。

新
庁
舎
へ
は
、
現
在
の
千
住
本
庁
舎

の
組
織
(
千
住
区
民
亊
務
所
岑
啄
く
)

と
中
部
福
祉
事
務
所
の
ほ
か
に
、
現
在

の
中
央
本
町
庁
舎
の
一
部
の
組
織
が
移

転
配
置
さ
れ
ま
す
。

新
庁
舎
へ
移
転
す
る
組
織
に
つ
い
て

は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。

物
品
類
の
搬
送
な
ど
の
移
転
作
業

は
、
4
月
2
7
日
か
ら
2
9
日
お
よ
び
y
月

3
日
か
ら
6
日
の
運
休
を
利
用
し
ア
仔

い
ま
す
。

移
転
作
業
に
際
し
て
、
近
隣
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
ご
潘
鞏
お
か
け

す
る
こ
と
と
思
い
嫐
歹
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ホ
罵

表1

新
庁
舎
が

開
庁
す
る
と

こ
れ
ま
で
、
千
住
本
庁
舎
と
中
央
本

町
庁
舎
と
に
分
か
れ
て
い
た
庁
舎
が
続

乙
[き
れ
'
M

政
運
営
の
拠
点
と
な
り
ま

す
。
統
合
新
庁
舎
は
、
今
回
建
設
に
た

新
庁
舎
(

南
館
・
中
央
館
)

と
現
在
の

中
央
本
町
庁
舎
(

北
館
)

の
I

館
か
ら

な
ひ
、
各
館
が
連
絡
通
路
で
、
有
機
的

に
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
(
2
面
各
館
階

別
配
県
y
お
り
)

新
庁
舎
を

一
般
公
開
し
ま
す

5
月
'
卜日
の
閧
庁
に
先
立
ち
、
次
の

裝
心
り
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

日
時
凵
4
月
1
9
日～
2
1
日
、
午
前
1
0
時～

午
後
4
時
3
0
分
(
た
び
に
‥
)
、
1
9
R
は

午
後
9
蒔～
4
時
3
0
分
)
申
込
卜
直

接
現
地
へ
(
い
ず
れ
も
、
受
付
は
当
日

午
後
t
時
ま
で
)
※
1
月
1
9
日
は
、

車
で
の
お
越
し
は
ご
澁
邇
く
だ
さ
い

北
館
(
現
在
の

中
央
本
町
庁
舎
)
の

改
修
工
事
を
始
め
ま
す

北
館
の
。部
組
織
が
新
庁
舎
に
移
転

し
た
後
、
北
館
の
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
し
ば
ら
く
の
間
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
k

手
。

北
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
A
T
M
　
(

現
金
自
動
預
払
機
)
は
i
月
7
日
か

ら
南
館
2
階
に
移
転
し
ま
夛
。

区役所(統 合新庁舎) のご案内( 1)

所在地 中央本町一丁目17番1号
3880- 5111 ㈹　 ※ 5月7日から使用できます

千住区民事務所は千住本庁舎向かいの仲町分室へ移転します

足
立
区
教
育
委
員
に
海
老
原
幹
雄
氏
が
就
任

〈平成8 年3 月29 日就 任〉

淘老原幹雄氏
( 西新井栄町1- 5- 5)

交通案内
東武艨 棍廃駅から徒歩約12分
榮武轢 五反野駅 ノリ15 分

都バス( 北干住駅・- ・竹の塚駅又は足立涓掃工襴)
足立区役所前下車 ●

都・東武バス( 王子駅・一一●亀有眼)
本町五丁目下車徒歩約10分

東武バス( 北千佳駅・ ・花畑桑袋団地)
四ツ家町下車徒歩約13分

都バス( 王子駅←一千住皐廊) 栢廃鈬下車徒歩約10分

●印についての運行開始日、停留所名の変矍!は5 月7 日力らとな
ります

交通弱者専用送迎車( 無料) 1 日7 便
5月7 日がら。身体の不自由な方・お年寄りの方等のための

送迎車の遭行を予定していま覃。
・利用対象…障客僭、高齢者、傭聘者、妊婦等とその介贋者
・乗車可能人員…車い覃2 台、一般席7 人まで( ワゴン車)
・停留所位置…綾瀬、五反野、西新井、梱島5 駅の周辺

新庁舎についてのお問い合わせは 庁舎管理課
3882- 1111( 代)

※統合新庁舎の詳しい案内については5 月1 日発行のあだち
広報エクスプレスでお知らせします

庁舎駐車場・バイク・自転車置場案内
駐 車場

5月7 日 がら 、地下2 階 ・地下3 階にオープンし ま覃。
地下3 階は、 通常は業務用として 使用し ますが、 地下2 階が満車の
場合 は、 地下3 階も利 用できます。

・駐車台数… 地下2 階138 台( 平面 駐車)
地下3 階I B1 台( 主に 機械 式畦車)

・利用時間… 溯庁日 午前8 時 から 午後10時
閉庁日 午前8 時30分 がら 午後10時

・駐車料金… 原 則とし て有料( l ) 分1( X1円) ただし、開庁日 の執務時間
内 に入場し た舉は、 入場時胃がら1 胯間 は無料

バイ ク ・自 転車 置 場
庁舎叡地内 に6 か所 盾● し ま す。
収容台取… バ イク60台 自転車500 台

◎ エクスプレ スは奇数月1 日/ タブロイド 版は毎月5 日・15日・25日発行
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地
域
防
災
計
画
を

全
面
的
に
改
め
ま
し
た

区
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
畿
と
し
て
、
足
立
区
地
域

防
災
針
靆
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
着
手
し
て
い
ま
し
た
が
、
2
月
1
8

日
足
立
区
防
災
会
議
で
新
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
見

廱
し
に
あ
た
っ
て
は
、『
足
立
区
地
域
防
臾
計
画
検
討
委
員
心一
r
(委

員
長
吉
井
博
明
文
教
大
学
情
報
学
部
教
授
)
を
設
置
し
、
各
防
災

関
係
機
関
の
専
門
萋
員
に
よ
る
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
防
災
計
画

書
は
、
図
書
館
や
町
会
・
自
治
会
な
ら
び
に
防
災
関
係
機
関
に
配

付
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次
に
、
改
正
の
主
な
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

直
下
型
地
震
の

被
害
想
定
を
行
い
ま
し
た

従
来
の
被
害
想
足
は
、
関
東
大
地
震

と
同
程
度
の
地
震
が
あ
っ
た
場
合
を
想

定
し
て
い
声
一泥
。
今
同
ほ
こ
れ
に
加

え
て
、
足
立
区
の
直
下
に
居
断
層
が
あ

る
と
仮
定
し
、
区
の
一
部
に
震
度
a
ま

た
は一
の
被
害
が
あ
る
y
に戸
否
想
定
し

た
も
の
で
す
。
も
唇
クヘ

こ
の
想
定

は
地
震
が
起
こ
る
y
y
莟
f
測
す
'
9
も

の
で
は
あ
n
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
勇

ぎ
区
や
消
防
・
警
察
を

始
め
と
し
た
各
防
災
関
係
機
関
が
、
区

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
災
害
に
対
し

て
ど
の
ぷ
7
な
備
え
を
し
、
ま
た
、
災

害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
ど
の
ぷ
7
な
対

策
を
し
て
、
行
勣
す
蜃
り
か
を
足
め
る

も
の
で
す
。

区
・
区
民
・
事
業
所
等
の

と
る
べ
き
措
置
を
明
確
に
し
ま
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
多
大
な
犠

牲
と
ひ
甕
…一え
に
私
達
に
多
く
の
教
訓

を
残
」
乖
C
だ
。
な
か
で
も
、
最
大
の

教
訓
は
大
震
災
発
生
直
後
の
防
災
機
関

の
活
動
に
は
限
界
が
あ
ひ
、
自
分
達
の

命
は
自
分
達
で
守
袞
ほ

な
ら
な
い
と

い
う
'
」と
で
し
た
。

こ
の
計
固
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

が
、
「
自
ら
の
ま
ち
を
自
ら
が
守
る
」

と
い
う
意
掀
啻
も
っ
て
。
防
災
訓
練
や

地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
穆
加
し
、
緊

急
の
際
に
啄
相
互
に
協
力
し
て
助
け
合

う
y
」
と
を
垂
本
と
し
て
い
李
y
。

吏
气
事
業
者
の
方
に
つ
い
て
も
施

設
の
安
全
性
の
確
保
や
救
出
用
資
機
材

の
準
備
な
こ
、
震
災
を
防
止
す
久
だ
め

の
努
力
や
防
思
唇
動
へ
の
協
力
夲
お
願

い
し
李
y
。

一
方
、
区
と
し
て
は
、
第
一
に
。
人

命
最
優
先
の
5
急
対
策
、
第
二
に
震
災

直
後
の
初
動
体
制
の
確
立
、
5
援
要

請
、
迅
蓊
な
避
難
受
付
な
う
た
め
の
情

報
活
動
、
第
三
に
被
災
者
の
1
日
間
程

度
の
生
活
刄
i

す
る
爾
蓄
、
こ
の
1

つ
奮
璽
点
対
策
と
し
て
さ
ら
に
充
実
す

る
こ
と
F
¥
r

だ
。

「
応
急
対
策
に
関
す
る
足
立
区
の

全
体
シ
ナ
リ
オ
」
を
作
成
し
ま
し
た

霞
災
直
後
か
ら
震
災
後
L
週
間
程
度

を
め
ど
に
、
被
害
想
定
に
某
弓
差
区
や

防
災
関
係
機
関
が
行
う
C
急
対
策
に
つ

い
て
一
覧
表
に
し
ま
し
へ

こ
れ
に
よ

り
、
救
助
・
救
猩
莇
に
お
け
Q
各
関

係
機
関
の
活
動
、
連
携
に
つ
い
て
把
握

し
ホ
歹
。

区
災
害
対
策
本
部
の

組
織
を
見
直
し
ま
し
た

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
区
は
、
災

害
に
対
す
る
応
急
対
策
の
第
一
責
任
者

と
し
て
行
懃
跖
一こ
し
零
歹
。
今
回
見

匱
レ
た
体
制
に
は
災
害
情
報
の
収
集
体

制
布
ぷ
ぴ
、
区
や
区
内
の
防
災
関
係
機

関
の
み
で
ほ
対
応
で
き
な
い
場
合
の
5

椶
要
請
体
制
、
人
命
救
助
を
第
一
と
し
1

情
報
収
集
に
つ
い
ア
ほ
、
来
月
オ
ー

プ
ン
す
る
新
庁
舎
内
の
新
防
災
セ
ン
タ

ー
に
災
害
情
報
を
瞬
時
に
処
理
し
、
被

害
予
測
査
験
厰
新
の
シ
ス
テ
ム
夲
導

入
し
零
歹
。
病
院
・
駅
等
に
も
新
た
に

防
災
無
線
を
扁
設
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
区
と
防
災
関
係
機
関
と
の
調

整
膏
瑶
や
か
に
行
な
い
、
一
人
で
も
多

く
の
人
命
受
燹
だ
め
の
「
救
出
部
に
。

「
医
療
部
」、
建
物
の
「
応
急
危
険
度

判
定
郎

を
股
置
し
声
し
た
。
が
れ
き

処
理
に
つ
い
て
も
、
都
と
区
の
共
同
組

嫐
で
あ
る
「
が
れ
き
声
を
作
n
乖
歹
。

避
難
生
活
支
援
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

避
難
所
と
し
て
、現
在
、区
立
小
・

中
学
校
布
よ
び
都
立
高
校
を
稻
定
し
て

い
ま
t
が
、そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
被
災
者
に
よ
る
目
主
管
理

と
し
詆
し
た
。

区
民
の
乖
さ
ん
は
今
後
、
週
難
所
と

な
る
学
校
を
風
位
と
し
た
防
災
会
議
を

も
っ
て
、
週
羅
所
運
営
の
た
め
の
組
繖

づ
く
n
忝
ほ
じ
め
、
必
饗
な
準
備
奢
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
の

た
め
に
、
福
祉
施
設
等
を
県
一
灰
避
難

所
と
し
て
新
た
に
指
定
し
掫
レ
た
。

災
害
弱
者
に
対
す
る

支
援
を
も
り
こ
み
ま
し
た

災
害
時
に
お
い
て
避
難
行
動
が
取
り

に
く
い
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
、
心
身

障
害
者
に
対
し
て
、
区
は
区
民
と
一
体

と
な
っ
て
情
報
提
供
か
ら
5
急
住
宅
対

策
ま
で
、
さ
め
細
か
な
支
援
奮
竹
っ
て

い
孝
毒
歹
。レ
か
し
、
被
災
直
後
は
周

囲
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
日
ご
ろ
か
ら
、
相

互
の
意
思
疎
通
を
£
願
い
k

ヂ

。

災
害
時
応
援
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

区
が
災
售
時
柤
互
応
援
協
定
を
話
ん

で
い
る
小
出
町

、
鹿
沼
市
、
鋸
南
町
、

塩
原
町

、八
潮
市
、日
光
市
、富
津
市

、山

中
湖
村
お
よ
び
都
内
の
特
別
区
に
対
し

て
、万
一
こ
れ
ら
の
市
や
町
が
被
災
し

た
と
き
に
、区
は
支
援
本
部
を
設
置
し
、

防
災
関
係
機
関
と
と
も
に
食
髻
や
水
、

牛
活
必
讐
邪
人
員
痴
菽
遣
じ
ま
t
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
本
町
庁
舎
・
災
害
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
0
1
1

区役所( 統合新庁舎) のご案内( 2)

統合新庁舎の各館階別配置
( 平成8 年5 月7 日現在)

※ 印は仮の配置、1～2ヵ月後に再度、場所が変わります

北 館 ( 現中央本町庁舎)

中 央 館 ( 新庁舎中層棟)

南 館 ( 新庁 舎高 層 棟)
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
e
t
薯
晟
乘
当
の
受
給
資
格
者

で
、中
學
生
以
下
の
児
晋
を
養
芦
し
て

い
る
ひ
と
ひ
親
家
庭
が
、次
の
状
態
に

あ
る
と
き
・
ご
親
ま
l
`
中
学
生
以
下
の

子
供
が
病
気
や
ヶ
が
/
親
が
冠
婚
葬
祭

に
出
席
の
た
め
保
育
に
欠
け
る
/
小
学

校
低
学
年
の
子
供
が
い
る
場
合
で
、休

日
に
勤
務
が
あ
ひ
保
育
に
欠
け
忝
な
ど
　

(
長
期
疾
病
・
入
院
等
は
対
象
外
)

内
容
H
家
事
や
霑
粢
チ
呀
汞
I
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
嚴
遣
/
一
度
の
申
請
?
i

回
以
内
、
年
度
内
2
0
回
ま
で
/
午
前
γ

時
～
午
後
冫
時
ま
で
の
間
で
湮
響
蒔

問
ま
た
は
t
時
間
を
F
回
申
込
日
区

内
の
看
護
婦
・
家
政
婦
紹
介
所
へ
予
約

の
上
、
亊
前
に
窓
口
で
介
護
券
の
交
付

を
辱
吁
て
く
だ
さ
い
。
申
請
理
由
に
よ

っ
て
は
、
介
護
券
が
交
付
で
き
な
い
場

合
が
あ
ひ
ま
す

繋
急
の
曼
ほ

、
あ

急
…一じ
め
電
話
連
絡
の
上
'
&
>
ぺ
く

早
く
介
護
券
の
交
付
{寡
一
け
て
く
だ
さ

い
。
代
理
の
方
の
来
所
可
}

持
参
す

る
も
の
鵬
i

疾
養
手
当
証
書
、
児
童

育
成
孟
逞
知
亊
な
ど
、
ひ
こ
り
親
で

あ
る
こ
と
嚢
唯
認
で
き
る
も
の
/
診
察

券
な
ど
疾
病
を
証
明
で
膏
叉
も
の
/
印

か
ん

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児

童
手
当
係

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。楊
所
卜
熱
海
・
犬
吠
埼
・
軽
井

沢
な
ど
1
1
カ
所
対
象
H
母
子
墨
ほ

父
子
冢
庭
の
方
宿
泊
料
卜
無
料
※

入
湯
税
や
季
節
に
よ
る
特
別
料
金
の
差

額
等
は
自
己
負
担
(
年
度
内
且
蜜
で
)

吩
?
各
施
設
へ
直
接
予
約
(
必
t
足

立
区
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
と
t
に

げ
て
ぐ
だ
さ
い
)
。
予
約
後
、
各
福
祉

事
務
所
ま
た
は
児
童
手
当
係
の
窓
口

で
、利
用
謦
氤
ら
っ
て
ぐ
だ
さ
い
(
母

子
年
金
・
児
囂
扶
養
手
当
証
S
、
児
童

育
成
手
当
通
知
番
な
ど
、
ひ
と
ひ
覡
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
膏
る
も
り
と
印
か

ん
夲
痔
参
)

申
・
問
先
卜
千
住
本
庁

舎
・
児
羃
埀
屎
ま
政
茗
福
祉
事
務

所
(
表
―
)

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

・
冊
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
申
な
方
が
、各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
鷽
け
る
た
め
に
必
鼕
莎
手

帳
で
歹
。
障
害
{
視
覚
、
聴
覚
、
平
衡

機
能
、
音
声
、
`
居
、
そ
し
ゃ
く
機
能
、

肢
体
不
自
由
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
'
}
つ
、
直
腸
、
小
腸
機
能
)

の
程
度
に
よ
り
、
l
r
6
級
の
等
級
が

あ
ひ
豕
y
。
壬
眼
の
交
付
に
必
要
な
診

断
書
(
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
尽
歹
)

の
費
用
の
う
ち
一
部
(
内
部
障
害
は
1

千
円
、
そ
の
他
の
障
実
ほ
2
千
円
が
限

度
)
を
区
が
補
助
し
ま
夛
。
な
お
、
手

帳
取
得
後
は
、
補
装
具
、
且
犀
答
用

具
等
の
給
付
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

嫐
歹
。

申
・
問
先
卜
各
福
祉
事
務
所

(表
―
)

・
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
笵
)
の
方
が
各

種
の
援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
罪
掌

帳
で
す
。
障
害
の
程
度
で
1～
t
度
の

等
級
が
あ
ひ
ま
す
。

申
・
問
先
菽
拓

歳
以
上
の
万
・・都
・
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー

・
l
(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

1
8
筬
未
満
の
万
・
・
・
都
・
足
立
児
童
相
談

所
酋
(
3
8
5
4
)
1
1
-
8
1

手
帳
を
お

持
ち
の
方
で

、次
の
場
合

は
、必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を
し

て

く
だ
さ
い
。
住
所
が
豕

わ
っ
た
と
き
/

氏
名
が
豕
わ
っ
た
と
き
/

死
亡

」
た

と
き
/

手
帳
を
紛
失
・
蛋

捫

だ

と
き

問
先
卜
各
福
祉
事
務
所
(

表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

● 中都福祉事務所は、5 月7 日、新庁舎( 中央本町1- 17- 1　03880- 5111
㈹) へ移転します

福

祉

施

策

と

都

市

基

盤

の

整

備

を

推

進

8
年
度
予
算
が
確
定

8
年
度
の
当
初
予
翕
は

、3

月
の

第
F

回
区
議
会
定
例
会
で
原
案
ど
お

り
可
決
・
成
立
し
声
レ
た

。

一
般
会
計
は
、
千
9
5
7億
円
で

、「
総

ふ
品

な

ま
ち
づ
く
り
」
、
「
地
域
保
健

徭
祉

」、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
生

涯
学
習
」
、
「
新
た
な
視
点
で
の
行
政

改
革
」
を

基
本
に

編
成
し
て
い
ま

す
。国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
4
5
5
億

9
千
瞋
万
円
、衆
人
保
鴎
阮
療
特
別

会
計
は
匐
億
鶉
万
円
、用
地
特
別
会

計
は
t
億
1
千
瞋
万
円
で
、各
会
計

萓
お
せ
た
合
計
は
2
千
7
9
8億1
千

网
万
円
と
な
n
汞
歹
。(

予
算
課
)

国
保
・
年
金

国
民
健
康
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

4
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
料
の
料

率

咥
民
税
額
に
か
け
る
率
)
な
ど
を

改
定
し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
料

は
、
医
療
費
を
も
と
に
算
出
さ
れ
嫐
歹

が
、
高
齢
化
や
高
度
医
療
の
進
歩
に
よ

り
、医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。一
方
、不
況
な
ど
に
よ
り
保
険
料

が
減
収
と
な
ひ
、医
療
費
な
ど
の
支
払

い
が
求
か
な
い
き
れ
な
ぐ
な
る
恐
れ
が

出
て
き
て
い
ホ
y
。今
回
の
吹
定
は
、

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

の
た
め
り
り
の
で
y
。ご
理
解
Q
協

力
を
お
願
い
k

ヂ

。

改
定
額
等
=

▽
均
等
割
額
…
1
万
9
千
沺
円

マ
所

得
割
額
の
料
率
・・・
―
・
5
5
▽
限
度
額

・・・
K
i
t
s
:問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・

資
格
賦
課
係

四
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

国

保

保
険
料

4
月
～
6
月
分
納
付
書
を
送
付

8
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
通

知
書
と
4
月
F
6
月
分
納
付
書
を
、
4

月
1
9日
に
発
送
し
琢
す
。

※
今
回
通

挈
恚
保
険
料
は
、
7
年
度
住
民
税
額

を
戞
に
仮
計
算
レ
た
も
の
で
す
。
正
し

い
保
険
料
は
、
8
年
度
住
民
税
額
決
定

後
に
祗
計
算
し
、
7
月
に
改
め
て
通
知

し
李
歹

問
先
=
f
r央
本
町
庁
舎
・
資

格
賦
課
係

四
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

ねん
き ん 出 張 相

談
お気軽に

お 立ち寄りください

日
程
等
日
表
2

内
容
日
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
い

方
法
な
ど

な
お
今
月
の
夜
間
相
談

は
、
産
業
振
興
館
で
行
い
ま
す

問
先

卜
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

四
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表2　 ねんきん出張相談日程表

生
活
環
境

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
案

覆
餮
じ
嫐
歹
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て

屡
兒
の
あ
る
万
ば
、
縦
覧
期
間
中
、
都

知
事
お
よ
び
区
長
に
対
し
、
意
兒
書
を

提
出
す
杳
y
か
で
孝
ま
す
。

・

東
京
都
市
肚
躪
公
圃
の
変
更

区
域
Ⅱ
▽
舎
人
公
園
E

古
千
谷

一
丁

目

、古
千
谷
二
丁
目
、西
伊
興
一
丁
目

、

西
伊
興
二
丁
目
、
西
伊
興
三
丁
目
、
皿

沼
三
丁
目
、
西
伊
興
町
、
入
谷
町
、
舎

人
町
の
各
地
内

マ
古
千
谷
西
公
園
・・・

古
千
谷
本
町
二
丁
目
の
地
内

▽
古
千

谷
本
町
二
丁
目
公
園
・・・
古
千
谷
本
町
二

丁
目
の
地
内

▽
舎
人
9
号
公
園
・・・舎

人
一
丁
目
の
地
内

・
柬
京
都
市
計
画
高
野
地
区
地
区
計
画

の
鼕
吏

区
域
H
江
北
一
丁
目
、
扇
二
丁
目
の
各

地
内

-
い
ず
れ
も
I

縦
覧
期
問
H
4
昌
甘
～
5
月
1
日

縦
覧
椙
所
・
意
見
S
提
出
先
日
千
住
本

庁
舎
・
都
市
計
画
係
※
舎
人
公
園
の

意
見
書
提
出
匁
ほ
、
都
・
都
市
計
画
課

問
先
莖
t
住
本
庁
舎
・
都
市
計
画
係

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
み
地
区
の
建
物

で
、
家
屋
の
玄
関
等
に
取
n
仔
て
あ

る
住
居
表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)

を
、
破
損
、
紛
失
し
て
」
汳
っ
た
方
に

は
、
新
し
い
表
示
板
を
無
料
x
丹
交
付

し
て
い
李
歹
。
ご
っ
ぞ
お
気
軽
に
お
申

し
出
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
f
r央

本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当

壼
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

掲
示
板

委
託
状
況
届
の
提
出

家
内
労
働
者
に
仕
恵
を
出
し
て
い

る
事
業
主
9
ほ
、
委
託
状
&
涵
の

提
出
が
必
要
で
y
。
期
限
卜
4
月

3
0
B
届
出
用
紙
配
布
場
所
・
提
出

先
=
足
立
労
働
基
準
監
督
署

四
(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

問
先
卜
東
京
労
働
基
準
局
・
賃
金
課

四
(
3
8
1
4
)
5
3
1
L

㈹

一
郵
便
局
で
も
都
税
の
口
座
振
督
が

利
用
で
き
ま
す
。

5
月
納
期
分
か
ら
、
従
来
の
金
融

機
関
に
加
え
、
郵
便
局
で
も
目
勣
引

き
苓
と
し
が
で
き
や
ち
に
な
り
ま

す
。

対
象
H
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、
個
人
事
業
税

申
込
H
預

金
通
帳
、
印
か
ん
、
納
税
通
知
書
を

窓
口
に
持
参

申
・
問
先
卜
足
立
都

税
事
務
所

一一
(
3
8
8
2
)
2
1
1

㈹

高
齢
者
の
手
芸
教
室

日
時
卜
5
月
1
7
月
の
第
2
・
4
土

曜
日
、
午
後
L
時
～
1
時
3
0分

対

象
H
6
0歳
以
上
の
区
民

内
容
H
ち

ぎ
ひ
絵
、
ア
ー
ト
盆
栽
、
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク

定
員
卜
3
0人
(
抽
選
)

費

用
卜
材
料
費
一
部
負
担

申
込
卜
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
H
4
月
2
0日
必
着

場
・
申
・

問
先
=
#
■人
会一館

〒
1
2
1西保
木
間
4
1
Q

″
1
1

豊
(
3
8
5
9
)
9
7
3
`
で

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
春
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
(
合

唱
)
と
月
郤
貝
旦
、午
後
F
時
～
t

時
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/
無
料

/
亀
井
一
一
(
3
8
9
0
)
5
4
4
7

☆
サ
ル
サ
を
踊
ろ
う
4
月
2
9
日

(
月
)
、午
後
L
時
3
0
分
1
3
時
/
梅

島
住
区
セ
ン
タ
ー
/
カ
リ
ブ
、中
南

米
の
音
豕
と
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る

3
0
歳
く
ら
い
ま
で
の
社
会
人
/
5
0
0
円

/
中
村
廿
(
3
8
4
9
)
5
8
4
1

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
4
月
2
7
日

王
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
t
時
(
雨

天
の
場
參
y
月
6
日
)
/
ル
ミ
ネ
北

千
住
店
屋
上
/
1
8
0店出
店
/
ル
ミ
ネ

北
千
住
諤
営
業
部

四
(
3
8
8
8
)
7
5
5
n
c

☆
ア
ー
ス
デ
イ
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
ー
イ
ン
荒
川
4

月
2
1日
(
日
)
、

午
前
1
1時

凾
哭
中
止
)
/
虹
の
広

場
/
ご
み
拾
い
終
了
後
自
然
観
察
会
/

無
料

雇
食
等
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。ご
み
袋
、軍
手
は
用
意
し
李
歹
)
/

梨
本

言
(
3
8
7
9
)
5
4
6
1

=
募
集
H

☆
障
害
児
の
学
習
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

月
L
土
曜
日
、
午
後
1

時
迴
T
I

時
叩
分
/
小
熊

四
(
3
6
0
6
)
7
0
9
Q
`

☆
保
塚
話
し
方
サ
ー
ク
ル

第
1
・
I
(

曜
日
、
午
後
了
時
迚
7
9

時

巧
分
/
保
筱
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
円
/
初
心
者
歓
迎
/
m

　
(
3
8
8
5
)
7
5
4
C
O

◎ ポリ オ予防接種対象者に郵送した 「お知らせ」の訂正4 月19 日( 金) に実施の梅島第一小学校の住所は、梅鳥3- 37- 4 の誤り でし た。
おわびして訂正し ます。同先= 足立保健所03855 ―4151 千住保 健所03888- 4277
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ボランティア募集
東部・西部障害福祉総合センター

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方

は
、ど
っ
ぞ
お
問
い
合
わ
甘
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
朿
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

さ
(
5
6
8
2
J
5
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皆さんの声を区政へ生かす広聴ハガキをご利用くださ い

広馨ハガキは、千佳本庁龕・中央本匐庁會の受付、区民事務所などの区鑞鎔の

恵囗にあります。 胃先= 千佳本庁龕・広聴相談係f SS- 1 Ⅲ ㈹

情 報 コ ー ナ ー

水上
バ スの旅

あだち
リバーウォツチング
日時=5月M日( 火) 、午前9時～
午後1時30分場所=千住曙町船
着場～岩渕( いわぶち) 水門～千
住新橋～東京港～千住対象こ観
光協会会員とその家族および区民

定員100 人程熔・(抽選) 費用
D観 光 協 会 会 員… 3, 00( l =l l D〉会

員 家 族… 3, 5001円C 〉一 般… 4, 000
円( いずれも昼食付き、当日現地
で支払い) 申込= 往復ハガ キに

希望者全員の住所、氏名、年齢 、
電話番号、会員 ・会員家族・一 般
の別、「リバーウオッチング希望」
と明記( ハガキ1 枚で3 人まで 申
し込み可) ※ 返信ハガキの表に
も住所 、氏 名を記入。重複申し 込
みは無効 期限=4 月22日消印有
効 申 一問先 観光泓・5リ バーウ

オッチン グ相肖 冲 央末町庁舎 ・
産業振 興課内) 〒120中 央本町1- 17- l 03880- 5191

みんな集まれ

区内少年
キャンプ
期間等=7月20日～8月31日》
1泊2日…午後1時～翌日の午前

11時r〉日帰り…午前11時～午陂
9 時 対象= 区内少年団体( 利用
者15人につき 、教育委員会指定 講
座修了者1 人力i必要) 内容= 夏
休み期間中 、元渕江公園内にキャ
ンプ 場を開設( キ ャンプ用品も貸
し出し ますl 申込= 往復ハガキ

に団体名、代表者の住所、氏名、
電話番号、「キャンプ場利用希望」
または 「キャンプ用品外部貸し出
し希望 」と明 記( 1 団体1 通に限
る) 期限=5 月27日丿必懣 受付

齲位 公開抽 選=5 月29日、午後6
時( 新庁舎6 階会議室) ※ 後日、
抽選結果・申込受付日を通知しま
す 申 ・問先= 千住本庁舎・少年
育成 係 〒120 千住1- 418
f・3882 ―l l l l f f t )

区民スポーツ教室 初心者のための
教室です

日程等= 下表 対象= 区内在住・

在 動・在 学 の 方 定 員= 各40人
(抽選) 費用= 無料 申込= 往
復 ハガ キ に 住所・氏 名( フ リ ガ
ナ) 、生年月日、電話番号、r穐目・

場所」を明 記 期限=4 月30日必
着 申・問先= 千住 本庁舎・体育
振興係 〒120千住1- 4- 18
B3882- 1111 ㈹

日程等

募集します 実 践 地 区
「あし たの足立をつく る区民 協

議会」 が定める地域活動のテーマ
に沿 って、1 年間 活動する地 域団

体を実践地区とし て指定し、活動
の支援と助成を行います。活動を

希望する団体は、お問い 合わせく
ださい。 テーマ= 高齢者にやさ

しい地域づくり 助成金額こ1 団
体5 万円 募集数=25 団 体( 1 地
区町会連合会1 団体 に限る) 申

込= 電話 期限=5 月20日 申・
問先= 尨 域振興課育成係
酋■ 3880- 5173

廃棄エアコンの
フロンを
回収します

冷蔵庫やエアコンに使われてい
るフロンガスは、大気中に放出さ

れると、オゾン屑を破壊し てし ま
います。そこで区では、冷蔵應の
フロ ン回 収に 加え て、4 月 から

は、エ アコンからもフロンを回収
し ます。これらの家電 を廃棄する
ときは、フロン回収委託を 請け負
っている下記の業者をご 利用くだ

さい。なお、家電 の処分 費用は実
費負担になります。
s 冷蔵庫・エアコン
〉東栄興業收) 酋■ 3897- 8606
》産業廃棄物処理センタ ー㈱
B3857- 0236

冫都清掃㈱03606 ―0135
〉磯部産業㈱113899- 1952
・ 冷蔵庫のみ

a ㈱東京クリアセンター
3885 ―8620

問先= 千住本庁舎・環境課調整係03882- 1111

㈹

募集
高齢者集合住宅の

オーナー( 建築主)
区では、高齢者向けの構造と設

備( 手すり、緊急通報システム、
エレ ベータ ー等) を備えた民間の

集合住宅を借り上げ、住宅に困 っ
ている高齢者の方に提供していま

す。 この事業に協力し、高齢者集
合住宅を 建設する建築主を募集し
ます。 ※ 入居者募集や住宅の日
常管理は区が行います 僭上期間=
原貝|」2〔畔 対象= 高齢者集合住

宅を 建設できる敷地の所有権者/
東京都優良民間賃貸住宅制度( 建

設資金の利子補給) の適用力授 け
られる方 建物の標準規模=1 棟20

戸程度の 高齢者 住宅( 1DK) 、
管理人( 生 活援助 員) 住宅、 集会室
等 構造 ・設備= 都および区の 建
設基準による 借上料= 都・優良
民間賃貸住宅制度の積算に準ずる
建築主への助成= 建設費お よび設

計費等の一一一部を助成 募集棟数=1
ヵ所( 今回は千住、興野・本木、

保塚 ・六町地域内からI カ 所を募
集し ます) 期限=4 月26日
申 ・問先= 千住本庁舎・住宅推進

係113882- 1111 ㈹_

子育てアドバイザー
先輩ママ、パパが話し相手になります
「子 育て中 の人 のお 役に 立ち た
い」・・・子育てアド バイザ ーが。子

育て支援のためのボランティア活
動を各ブロ ックごとに 行っていま
す。 ※ 本木・関原地区では、下

表のとおり子育てルームの参加者
を募集し ています 問先= 千住本
庁舎・青少年課社会教 育主査
03882 ―1111㈹

子育てルーム( 本木・関原地区) 開催日程等

豪時間はいずれも午前10畤～U畴30分

◎「あ だち 広報」は再生 紙を使 用し てい ます Y. F　240, 000


